
 

第 3 回配達灯油価格調査報告、誠にありがとうございました。 

2025 年度県生協連灯油モニターの第３回調査に 3２人からご報告がありました。お忙し

いなかご対応いただき感謝申し上げます。1 月度灯油モニター調査平均価格は、18 ㍑１缶

2,302 円でした。 
 

１．灯油モニター調査の配達灯油平均価格の推移 

（１）2026 年 1 月の配達灯油調査価格推移         【調査期間：1 月 8 日～1 月 14 日】 

                                   （単位：円／税込） 

 

    ※エネ庁（資源エネルギー庁）公表配達灯油 1 月の価格は、1 月 13 日公表価格となります。 

 

（２）１缶(18 ㍑)あたり地域別平均価格の違い 

 

１缶(18㍑)価格 11月 12月 １月 ２月 ３月

調査件数 33 33 32

最高価格 2,496 2,460 2,540

最低価格 2,079 2,079 2,079

平均価格 2,312 2,304 2,302

生協お任せ給油価格 2,250 2,250 2,250

生協個缶給油価格 2,268 2,268 2,268

エネ庁公表配達灯油価格 2,309 2,250 2,276
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①最高値地域の仙台市若林区 2,392 円と最安値地域の仙台市太白区 2,160 円で、1 缶当たり 232 円

の価格差となっています。 

②生協価格を下回っている店舗が 3 店舗。最安値店 2,079 円は北部エリアの１店舗でした。エリア

平均最安値の仙台市太白区は調査店が１店舗となっています。 

③配達店による地域別の価格設定は、同じ系列店で 18L 当たり 108 円の差があります。ポリ缶とホ

ームタンク給油、地域の競合店、広域配達と狭域配達などで顧客獲得のために価格差をつけてい

ます。 

 

２．原油と為替の動き 

（１）2023 年 12 月～2025 年 12 月グラフ比較 

 

◇棒グラフ：左今年（黒：原油価格表示）、右昨年（オレンジ）：単位-ドル 

◇折れ線グラフ：今年（黒：為替表示）、昨年（オレンジ）】：単位-円 

 

（２）原油価格と為替の動向 

 ①12 月の原油平均価格は、62.15 ドル、為替平均は 156.89 円となりました。１月の原油平均価格は、

61.03 ドル、為替平均 158.80 円となりました。（１月は１月２０日までの平均） 

②ウクライナ停戦交渉の難航、対ロシア経済制裁の強化、イラン問題、ベネズエラ問題、グリーンラ

ンド問題など、今後の原油価格に影響してくると見ています。 

③原油相場は、OPEC プラスの増産含めて、生産量が増加したことで、供給量が需要を上回り、今後

の需要予測でも供給量が上回る予測となることも、原油価格に影響してくると見ています。 

④為替は、米国政策金利の動向、日銀の介入するかどうかにより、動きがあると見ています。 

⑤燃料油価格激変緩和対策事業の灯油補助金は、現在 1 ㍑当たり税別 5.0 円となっています。 

⑥ガソリンは、1 ㍑当たり税別▲25.1 円の補助金に達しました、2026 年 1 月 1 日からは補助金では

なく、暫定税率廃止(▲25.1 円)となりました。 

⑦軽油は、1 ㍑当たり税別▲17.1 円の補助金でしたが、2026 年 3 月 31 日まで補助金として継続され、

4 月 1 日から暫定税率廃止（▲17.1 円地方税）となります。 

※燃料油価格激変緩和対策事業：コロナ禍で高騰している原油価格が経済回復の重荷にならないこと 
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を目的に、石油元売り・輸入事業者に価格上昇を抑える原資を支給して、ガソリンなどの小売価格 

の急騰を抑えることをねらった補助金です。石油元売り各社の卸価格を抑えることで、最終的に小 

売価格を抑えることをねらっています。石油元売り各社は、卸売価格から補助金分を引くことを表 

明しています。 

３．安全・便利な生協の配達灯油 

冬灯油配達期間：2025年 9月 29日（月）～2026年 4月 24日（金） 

 

 

（１）灯油の配達は、土曜日・日曜日はお休みさせていただいています。 

 

４．宮城県生協連灯油対策本部の活動について 

  11 月 13 日（木）、宮城県に対して「灯油価格の抑制及び安定供給に向けた行政の役割強化を求め 

る要請書」を提出しました。それに対する回答が 1 月 21 日（水）付けで届きました。 

 １．生活の基盤を支える灯油の安定した量の確保と、価格抑制を最優先とする対策を要請。 

⇒（回答）生活の安定にとって重要なことと認識し、今後とも灯油を含めた石油製品の価格及び

需給動向を注視する。石油元売会社や関係団体に対し、石油製品の適正な水準での価格設定と

安定的で円滑な供給について要請をした。 



２．便乗値上げが行われないよう、市場における灯油価格の動向を継続的に調査・監視し、県民に   

情報提供し、価格の透明性を確保することを要請。 

 ⇒（回答）資源エネルギー庁の「石油製品価格調査」に基づく石油製品の価格情報や宮城県生協

連が実施している「灯油モニター」の調査結果をホームページに掲載し、情報提供を行う。 

３．生活弱者、年金生活者、ひとり親世帯などに対して、灯油購入を支援するための「福祉灯油助  

成制度」をすべての自治体で導入・拡充し、きめ細やかな援助が県民に行き届くよう、要請。 

 ⇒（回答）エネルギーや食料品などの物価高騰が長期化し、特に低所得世帯の方々の生活に大き

な影響を及ぼしているものと認識している。拡充された「重点支援地方交付金」を財源に、低

所得世帯や低所得ひとり親世帯への物価高騰対策に取り組む自治体を補助するなど、速やかに

生活者支援について取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

灯油価格を監視し、安価な灯油価格実現のために、この冬もお願いいたします！ 

2026 年２月の調査は 

２月５日(木) ～ ２月 1１日(水) 
調査価格の報告は、２月１２日(木)午前１１時までが、最終締
め切りです。よろしくお願いいたします。 
 
※灯油価格調査は『配達灯油価格』です。「店頭価格」ではありま
せん。ご注意ください。 

※参考、1月 13日公表エネ庁価格、配達灯油 1缶 18L 2,276 円、
店頭灯油 1 缶 18L 2,074 円 

※別途配達料を加算しているところもありますので、『配達の価格』
を聞いてください。 

＜次回の最後の調査予定＞ 

３月５日（木）～３月１１日（水） 


